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平成２９年度 事 業 報 告 

（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで） 

 

Ⅰ 継続事業 

２．国際協力事業 

① ＪＩＣＡ課題別研修「アフリカ地域 小規模農家のためのアグリビジネス振興（Ｂ）」コース 

研修員受入事業 

＜７月９日（日）～８月３１日（木） ５４日間 於：滝川市内外＞ 

今年はフランス語圏アフリカ９か国（ブルキナファソ、チャド共和

国、コモロ連合、コートジボワール共和国、ガボン共和国、ギニア共和

国、マダガスカル共和国、ニジェール共和国、トーゴ共和国）から１１

名の研修員を受け入れ、元北海道農業改良普及員 峯岸 三枝子氏・木下 

初子氏、酪農学園大学 教授 阿部 茂氏の指導の下、食品加工の基礎か

ら学んだ。また、中野ふぁ～む、中村農園、山木ファーム、江部乙農産物加工研究会手作りの家と

まと、滝川市社会福祉事業団滝川新生園、國學院大學北海道短期大学部、空知農業改良普及センタ

ー中空知支所、北海道中央農業共済組合中空知支所等、滝川市内外の関係機関のご協力の下、農業

及びこれに関連した農産物の市場、流通、農産品加工等幅広い知識を身に付けるため、実習・視察

研修等を実施した。 

また７月２９日（土）にはホームビジットを行った他、８月１９日（土）には「インターナシ

ョナルファンデー」にも参加し、国際性豊かな市民活動の醸成に寄与した。 

受入人数：１２名（研修員１１名、研修監理員１名） 

○ ７月１２日（水） インセプションレポート発表会 於：ＪＩＣＡ北海道国際センター（札幌） 

○ ８月２９日（火） アクションプラン発表会並びに送別会 於：ホテル三浦華園 

 

② ＪＩＣＡモザンビーク国別研修「農業技術促進を通じた農村開発セミナー」コース研修員受入事業 

＜８月１０日（木）～９月２１日（木） ４３日間 於：滝川市内外＞ 

平成２３年度から受託を開始し、第３期初年度を迎える今年度は１１名の研修員を受け入れた。 

中央農業試験場遺伝資源部、伊藤農園、白水農園、ノザワ農場、

ホクレン滝川種苗生産センター、空知土地改良区、花・野菜技術セ

ンター、ＪＡたきかわ、滝川地方卸売市場、暑寒の森道づくり研究

所等で実習・視察等を行った他、元北海道農業改良普及員 峯岸 三

枝子氏、木下 初子氏、酪農学園大学 教授 阿部 茂氏から農産品加

工の知識や技術についてもご教授頂いた。 

また８月２６日（土）にはホームビジットを行った他、８月１９日（土）には「インターナシ

ョナルファンデー」にも参加し、多文化共生社会の醸成に寄与した。 

受入人数：１２名（研修員１１名、研修監理員１名） 

○ ８月１４日（月） インセプションレポート発表会 於：ＪＩＣＡ北海道国際センター（札幌） 

○ ９月１９日（火） アクションプラン発表会並びに送別会 於：ホテルスエヒロ 

 

③ ＪＩＣＡ課題別研修「農村女性能力向上」コース研修員受入事業 

＜１１月７日（火）～８日（水） ２日間 於：滝川市内＞ 

アイ・シー・ネット株式会社から依頼を受け、アジア・アフリカ諸国

１０か国（アフガニスタン・イスラム共和国、ブータン王国、ブルキナ

ファソ、リベリア共和国、マラウイ共和国、ナイジェリア連邦共和国、

南スーダン共和国、スーダン共和国、タンザニア連合共和国、東ティモール民主共和国）から１２
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名の研修員を受け入れた。元北海道農業改良普及員 峯岸 三枝子氏の指導の下、食品加工実習を行

い、その後「手作りの家とまと」の方々と農村女性グループの組織化や生活改善などについて意見

交換した。 

受入人数：１４名（研修員１２名、研修監理員１名、引率１名） 

 

④ 身近なものによる国際協力 

古切手、書き損じはがきを収集し、開発途上国を支援している国際協力ＮＧＯ「セカンドハンド」

（カンボジア王国に学校建設）等に送付。開発途上国の教育・保健医療等の活動支援に役立てた。 

 

⑤ ＮＧＯ等支援事業 

「北海道ＮＧＯネットワーク協議会」や、マラウイ共和国等を視察した市民から成る「滝川マラ

ウイクラブ」、アフリカ・ケニア共和国を支援している「山口ケニアを知る会」等、開発途上国を

支援しているＮＧＯ団体への支援を行った。 


